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    午後１時００分 開会・開議 

○議長（秋谷こうき議員） ただいまから令和５年第２回千代田区議会定例会を開会いたします。 

 これより本日の会議を開きます。 

 会議録署名員を定めます。会議規則第１２４条の規定に基づき、私から指名いたします。３番

のざわ哲夫議員、４番小枝すみ子議員にお願いいたします。 

 会期についてお諮りいたします。今定例会の会期は、本日６月２１日から７月１１日までの２

１日間としたいと思いますが、異議ありませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋谷こうき議員） 異議なしと認め、決定いたします。 

 ここで報告いたします。 

 地方自治法第２４３条の３第２項の規定に基づき、公益社団法人ゆとりちよだの経営状況につ

いて説明する書類の提出がありました。その写しをお手元に配付いたしましたので、ご了承願い

ます。 
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○議長（秋谷こうき議員） 樋󠄀口区長から、議会招集の挨拶をお願いいたします。 

    〔区長樋󠄀口高顕君登壇〕 

○区長（樋󠄀口高顕君） 令和５年第２回区議会定例会の開会に当たり、私の区政運営における所

信を申し上げます。 

 初めに、第４次基本構想を踏まえた今後の区政の方向性について申し上げます。 

 私たちの暮らしに未曽有の困難をもたらした新型コロナウイルス感染症は、本年５月８日、感

染症法上の分類が季節性インフルエンザ並みの５類に引き下げられました。休止されていた地域

の行事も次々と再開され、まちに人が、地域には活力が戻りつつありますが、区はこれまでコロ

ナ禍のさなかにありましても、区民生活に関わる諸課題の解決に手を尽くしてまいりました。ロ

シアによるウクライナ侵攻に端を発する物価高騰への対策をはじめ、区民の健康維持の観点から

は各種の予防接種費用の負担軽減を、疲弊した地域経済の活性化の観点からは消費喚起策や事業

者への支援など、コロナ禍にありましても手を緩めることなく、区民の皆様の暮らしや健康を支

える取組を、区議会の皆様のご協力の下、適時適切に展開してまいりました。 

 さて、今、地域社会や経済の現状は、長かったコロナ禍から回復の明るい兆しが見える一方で、

この３年の間も進行していた我が国が直面する本質的な課題が一気に表面化してきております。

それは少子化問題であり、地域コミュニティの希薄化、デジタル化の遅れ、労働人口の減少、地

球規模の気候変動や首都直下地震のリスクなどであります。 

 いずれも待ったなしの、区民生活に直結する課題であります。コロナ禍を経て、私たちの暮ら

し方、働き方、価値観が大きく変わってきたからこそ、この間に得られた学びや気づきを生かし

ながら社会システムを変革し、まさに好機として捉え、明るさと豊かさを実感できる新たな時代

を切り拓いていかねばなりません。 

 今、時代の大きな転換期を迎える中で、千代田区はあるべき姿を明確にし、進むべき道を示そ

うと、区政運営の最上位に位置づけられる指針である基本構想を２０年ぶりに策定いたしました。

本年の第１回区議会定例会では、第４次基本構想を全会一致でご議決賜りました。この基本構想

では、「変化に柔軟に対応し、すべての人が輝き、希望に満ちたまちを目指す」ことを理念とし

ております。区には、住民に最も身近な地方公共団体として、区民の生活を支え、区民福祉を増

進していく、その責務がございます。 

 令和５年度は新たな基本構想の初年度です。社会経済情勢の変化を的確に捉えつつ、デジタル

の力を活用しながら、様々な課題の解決を図るため果敢にチャレンジし、区民一人一人のＷｅｌ

ｌ－Ｂｅｉｎｇを実現してまいります。 

 次に、ＤＸの取組みについて申し上げます。 

 区は、コロナ禍の下ではありましたが、昨年４月に「千代田区ＤＸ戦略」を策定し、この戦略

で掲げた「顧客志向の追求」、「行政内部の変革」、「情報資産の管理と運用」を基本理念とし

て、デジタル技術を活用した区民の利便性と職員の生産性の向上を目指し、ＤＸの取組にチャレ

ンジしております。 

 こうした中、本年第１回区議会定例会におきまして、小林副区長の人事案件を提案させていた
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だきました。区議会の皆様には、慎重なるご審議の上ご同意を賜り、改めて厚く御礼を申し上げ

ます。 

 現在、小林副区長の下、区はＤＸの取組をこれまで以上に加速させておりますが、現下のデジ

タル技術は飛躍的に進化しており、その変化は目まぐるしい状況にあります。特に、今年に入っ

て話題になっている「Ｃｈａｔ ＧＰＴ」に象徴される生成ＡＩは、人々の仕事や日常生活に大き

な影響を与える可能性を秘めております。今後の取組として、社会の課題解決や業務効率化の観

点からどのような業務に利活用できるのか、実務を通じて、人と生成ＡＩの役割を明確化してい

くことが重要です。千代田区におきましては、国や都の動向を注視しつつ、セキュリティにも万

全を期し、慎重な対応を心がけながらも、区政への利活用を見据えた検証を行ってまいります。 

 さらには、こうしたデジタル技術の急速な進展に取り残されることがないよう、ＤＸ戦略の中

間時点である本年秋頃を目途に、計画に掲げた施策の取組状況を検証してまいります。検証によ

って洗い出された課題や、技術の進歩などにより生じた新たな問題を整理し、アジャイルに改善

しながら、戦略の残り期間も施策の歩みを止めることなく、次期ＤＸ戦略へつなげてまいります。 

 加えて、「地域のスマート化」につきましては、区のさらなる成長に不可欠な取組として捉え

ております。健康医療や観光、教育など、多岐にわたる分野でデジタルを活用し、快適で利便性

の高い千代田区を築き上げてまいります。他の自治体や海外の主要都市で進めている「スマート

シティ」の先行事例などを参考に、区民の皆様や区議会と連携を図りながら、持続可能な仕組み

の構築を検討してまいります。 

 真のＤＸの実現は、区民の皆様の信頼の下に成り立つものと考えております。そのためにも、

デジタル技術を安全・安心に利用でき、誰もがその恩恵を受けられる、こうした環境を整えるこ

とが重要であります。今後も、区民の幸福な暮らしの実現を最優先に、ＤＸの取組を一層推進し

ていく所存であります。 

 次に、新型コロナウイルス感染症対策について申し上げます。 

 我が国で新型コロナウイルスの感染者が報告されてから３年の間、ウイルスが変異をしながら、

季節を問わず流行を繰り返し、その都度、私たちは区民の命と健康を守るために、区内医師会や

医療機関等と連携し、全庁を挙げて、力の限り取り組んでまいりました。こうした努力と地域の

皆様や関係機関のご協力により、本区のワクチン接種は極めて迅速かつ着実に行われ、また、本

区では自宅療養中に亡くなられた方は一人もいらっしゃいませんでした。この３年間、昼夜問わ

ずの皆様のご尽力に、心より感謝を申し上げます。 

 感染症法上５類に移行した現在は、感染者の発生届も行動や就業の制限もなくなりましたが、

高齢者など、重症化リスクの高い方を守るための取組は、継続していかねばなりません。このた

め、ホテル療養や入院調整につきましても継続することとし、高齢者施設のクラスター防止策な

どの必要な支援を継続してまいります。 

 また、令和５年度のワクチン接種については、重症者を減らすことを目的とし、高齢者などの

重症化リスクの高い方を対象とした「春開始接種」を５月から実施しており、今後は５歳以上の

全ての方を対象とする「秋開始接種」を実施いたします。引き続き、希望する全ての区民の皆様
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に接種していただけるよう、医療機関と連携しながら、集団接種から個別医療機関を中心とした

接種体制への移行を進めてまいります。 

 他方で、新型コロナウイルス感染症の感染拡大後、季節性インフルエンザの感染者数に目立っ

た増加は見られませんでした。しかし、昨年末からインフルエンザの感染者が徐々に増加したま

ま、春になっても収束せず、全国で集団感染による学級閉鎖や休校となる事例が発生しておりま

す。また、海外からの渡航者の増加に伴い、これまで以上に感染力の強い新型コロナウイルスの

変異株の出現も懸念されます。 

 今後も最新の情報を収集し、日常生活における基本的な感染対策の継続の周知や、重症化リス

クの高い患者への適切な支援など、気を緩めることなく感染症対策に取り組んでまいります。 

 次に、物価高騰対策について申し上げます。 

 令和４年度においては、食料品などの物価あるいはエネルギー価格が著しく高騰したことによ

る電気やガス料金の上昇に鑑み、区民の皆様や事業所に対して様々な支援策を講じてまいりまし

た。 

 区民に対する支援策としては、１８歳以下の子どもを持つ全ての保護者に対して、子ども１人

当たり５万円を給付する子育て教育応援給付金、区立小・中・中等教育学校における学校給食費

への補助金の増額、また、住民税非課税世帯へ１世帯当たり５万円を給付する電力・ガス・食料

品価格高騰緊急支援給付金などを実施することで、物価高騰による経済的負担を軽減してまいり

ました。 

 また、私立認可保育園、学童クラブ、高齢者や障害者施設、そして公衆浴場などの事業所に対

しては、著しく増加している光熱費により逼迫する経営への支援策を実施するとともに、小規模

事業者に対しては、高い補助率のチャレンジ・チェンジ応援補助金を交付することによって、事

業者の新たな取組も支援してまいりました。さらに、令和５年度は、レシートを活用した区民生

活応援事業のほか、融資限度額や期間が非常に有利な借り換え一本化資金を創設するなど、新た

な対策も実施しております。しかしながら、こうした様々な対策を実施しているものの、総務省

統計局が発表する東京区部の消費者物価指数は前年同月比で３.２％上昇となっており、今なお物

価高騰が収まる状況には至っておりません。加えて、光熱費は、今年に入ってから下落傾向にあ

ったものの、電気料金は６月使用分からの値上げが発表されております。 

 このような現状を勘案し、区では、国の令和４年度予算の予備費を原資として、東京都経由で

交付される「電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金」を活用し、物価高騰の影響が

特に大きい低所得世帯に対して３万円を給付するための補正予算案を今定例会に提出することに

いたしました。今回の給付金については、物価高騰が１年以上という長期にわたって継続してい

る異例な状況を考慮し、従前からの対象世帯である住民税非課税世帯に加え、区独自に住民税均

等割のみ課税世帯に対しても特別給付することを予定しております。 

 加えて、子ども・子育て施策についても、同様の対応が求められます。国においては「異次元

の少子化対策」を掲げ、東京都においては「こども未来アクション」を策定するなど、子ども・

子育て施策を加速させる動きが顕著となっています。 
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 本区においては、これまでも国や東京都の子ども・子育て施策に先駆けた取組を実施してきて

おりますが、加速するこれらの動きと軌を一にして、さらに子ども・子育て施策を推進すべきと

考えております。 

 物価高騰の長期化により、子育て世帯を取り巻く環境は引き続き厳しい状況にあります。今後

も必要な対策について検討を進めるとともに、物価高騰対策、そして子ども・子育て施策の実施

に向けて準備を進めてまいります。 

 最後に、今回提案いたしました諸議案について申し上げます。 

 まず、予算案件といたしまして、令和５年度千代田区一般会計補正予算第１号の１件でありま

す。 

 次に、条例関係ですが、条例の一部を改正するもの、５件であります。 

 次に、契約関係ですが、雉子橋補修補強工事請負契約について１件、新川橋塗装塗替等工事請

負契約について１件、災害対策用備蓄物資の購入に関するもの２件、区立お茶の水小学校・幼稚

園の物品の購入に関するもの２件、特別区道千第５７８号及び周辺路線電線類地中化事業の施行

に伴う電力引込管路工事等委託協定の締結について１件の、計７件であります。 

 また、報告案件として、令和４年度千代田区一般会計予算の繰越明許費に係る歳出予算の繰越

しについて、明大通りⅡ期歩道拡幅工事請負契約の一部を専決処分により変更した件について、

和泉公園周辺地区道路整備工事請負契約の一部を専決処分により変更した件について、専決処分

により訴訟上の和解をした件についての計４件で、今回の付議案件は合わせて１７件であります。

何とぞ、慎重なご審議の上、原案どおりご議決賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 以上をもちまして、令和５年第２回区議会定例会の開会のご挨拶といたします。ありがとうご

ざいました。 
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○議長（秋谷こうき議員） お諮りします。本日は以上で延会したいと思いますが、異議ありま

せんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋谷こうき議員） 異議なしと認め、決定します。 

 次回の継続会は６月２８日午前１０時３０分から開会いたします。ただいま出席の方には文書

による通知はいたしませんので、ご了承願います。 

 本日は以上で終了します。延会します。 

    午後１時１５分 延会 


